
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日
学部名
学科名
コース名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問
題・テーマ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限
の（行動）目標を学生が主語で行為動詞を使用
して箇条書に記入する。）

１．基本的な日常会
話や手紙のやりとり
ができる現代中国語
運用能力を身につけ
る。

２．中国語の習得を
通して、中国社会に
関する初歩的知識を
身につける。

３．中国語学に関す
る基礎的知識を把
握し、中国語の言語
的特色に気づく。

４．中国文学史の概
略を把握し、中国文
学の特色に気づく。

５．古代・現代の中
国語の文献を読解・
分析する能力を養
う。

６．難解な資料の解
読に挑戦し、研究
テーマと調査分析の
方法を構想する能力
を養う。

７．中国人教師が担
当する授業を履修す
ること等を通じて、国
際理解・異文化理解
の能力を高める。

中国語学概説Ⅰ 中国語学に関する基礎知識を講義する。本
講義では、現代中国の共通語と方言、およ
び中国語の音声・音韻について概説する。

（１）現代中国語の共通語とその形成の歴史に
ついて理解する。
（２）現代中国語の方言分布とその基本的特徴
について理解する。
（３）中国語の音韻について基本知識を会得す
る。
（４）中国語学の諸問題について主体的に学習・
考察する態度を養成する。

○

中国語学概説Ⅱ 中国語学の基礎知識について講義する。本
講義では、中国語を表記する文字として長い
生命力を有する漢字について、その特徴や
歴史を概説する。合わせて、中国における文
字改革の歴史も紹介する。

（１）言語を表記する文字としての漢字の持つ諸
特徴を理解する。
（２）漢字の字体の変遷の歴史について初歩的
な知識を持つ。
（３）中国の文字改革の歴史と諸課題について
の認識を深める。

○

中国語学特殊講義 中国の諸言語について概説する。前半では
国際音声字母(IPA)の基礎知識を講じ、後半
では『中国少数民族語言簡志叢書』を用いて
中国の少数民族語の音韻、語彙、文法の輪
郭を示す。但し、少数民族語を習得させる意
図はない。

(1)中国の言語の多様性について概観すること
により、自身の漢語研究の視野を広げる。
(2)中国で刊行された言語調査報告書を利用す
る能力を養う。 ○ ○

中国語学特殊講義 前期に引き続き、中国の諸言語について概
説する。後期では、漢語と少数民族語との言
語接触、中国人による外国語(少数民族語)
学習史、対音対訳資料、漢字以外の文字で
表記された漢語などを主題に解説する。

(1)中国の言語の多様性について概観すること
により、自身の漢語研究の視野を広げる。
(2)中国で刊行された言語研究書を利用する能
力を養う。 ○ ○

中国語学特殊講義 上古漢語と称される春秋戦国時代の漢語
は、後世の書面語の規範となり歴史的に極
めて大きな役割を果たした。本授業では、上
古漢語の文法特徴・方言状況について、現
代漢語と対照しつつ整理し、さらに上古漢語
が、南北朝期の中古漢語へと変化していく過
程に注目し、その変化メカニズムを具体的に
検討する。

(1)上古漢語の文法面での特徴を、現代漢語と
の比較を通じて理解する。
(2)上古漢語の方言について、どのような方言区
が推定されるのか理解する。
(3)上中古間に生じた文法変化がどのような要
因によるものか理解する。

○ ○

中国語学講読 ふつう、「中国語」と呼ばれる言語は、現代北
京の音韻体系を規範とする中国の標準語
「普通話」である。現代北京語は、このように
普通話の骨組を為しているが、あたかも日本
語の標準語に対する東京弁の如く、人民の
中で生き、変化し続けている方言の一つな
のであって、普通話そのものとは区別され
る。本授業では、現代北京語の音韻、語彙、
文法などに関して、現代中国語で書かれた
文献を読み、学生の皆さんが中国語学研究
への確かな道を敷設するのに役立つ知的訓
練を提供する。

(1)現代北京語の特徴や、現代北京語と普通話
との関係等について理解を深める。
(2)現代中国語の論文文体に慣れ、読解と翻訳
の実力を増強する。

○ ○

中国語学講読 前期に引き続き、現代北京語の音韻、語彙、
文法などに関して、現代中国語で書かれた
文献を読み、学生の皆さんが中国語学研究
への確かな道を敷設するのに役立つ知的訓
練を提供する。

(1)現代北京語の特徴や、現代北京語と普通話
との関係等について理解を深める。
(2)現代中国語の論文文体に慣れ、読解と翻訳
の実力を増強する。

○ ○

2006年4月1日
人文学部
言語文化学科
中国語文化論コース

コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）コースのカリキュラム

学部（学科）の教育目的
学部の教育目的：時空の広がりの中における人と社会（世界）の営為を根底から問い、それを的確に表現できる人間を
養成する。
学科の教育目的：言語・文学・文化の諸相を探求し、それを的確に表現できる人間を養成する。

コースの教育目的
中国の古代語・現代語を学習し体得して、文化の本質や歴史の真実の解明に挑戦し、現代社会に提言できる人材を養成する。



中国語学演習（２．３年
生）

教科書「中国語文法テキスト」に沿って現代
中国語文法を概観する。本講義ではその前
半部分を学習する。

（１）現代中国語文法に関する基本的知識をマ
スターする。
（２）現代中国語の基本的センテンスの文法構
造が分析できる。

○ ○ ○

中国語学演習（２．３年
生）

前期の授業「中国語学演習（２・３年生）に引
き続き、教科書「中国語文法テキスト」の後
半部分を講読することにより、現代中国語文
法を概観する。

（１）現代中国語文法の諸特徴についての理解
を深める。
（２）中国語文法に関して問題意識を持ち、主体
的な学習・考察ができる。

○ ○ ○

中国語学演習（４年生） 受講者は、各自、中国語学に関する研究
テーマを１つ選び、調査研究を行い、互いに
研究の進行状況と成果を発表し合い、討論
を交わす。

中国語学に関して、独自に課題を発見し、調査
を行い、考察を加え、報告を行う力を養う。

○

中国語学演習（４年生） 受講者は、各自、前学期に選んだ研究テー
マについて、引き続き調査・研究を行い、互
いに研究の進行状況と成果を発表し合い、
討論を交わす。

中国語学に関して、独自に課題を発見し、学習・
調査を行い、考察を加え、報告を行う力を養う。

○

中国語学演習（４年生）

卒業論文演習である。卒業論文を執筆する
受講者を指導する。

卒論執筆に向けて、テーマを選び、先行研究文
献の検索・収集・消化を行う。その過程で、問題
を見つけ、他の受講者や教官を対象に報告を
行うと同時に、他の受講者の報告に対し適切な
意見と助言を提示する。

○

中国語学演習（４年生）

卒業論文演習である。卒業論文を執筆する
受講者を指導する。

前期に決定したテーマに沿って、引き続き先行
研究文献の検索・収集・消化を行うとともに、研
究資料を分析し、検討する。その過程で得られ
た成果につき、他の受講者や教官を対象に報
告を行うと同時に、他の受講者の報告に対し適
切な意見と助言を提示する。

○

中国文学史Ⅰ 中国古代から清朝まで（民国以前）の文学に
ついて概観する。中国文学は，「漢文」・「唐
詩」・「宋詞」・「元曲」ということばに代表され
るように，長い歴史を有するのみならず，
ジャンルも多種多様にわたる。この授業で
は，古代から清朝に至るまでの重要な作品
を紹介し，さまざまな観点から分析する。

中国の主な時代の作家と文学作品に関して，基
本的知識を得，個々の作品の読解を通じて，中
国文化に対する理解を深めること。

○

中国文学史Ⅱ 「中国文学史I」に引き続き，中国古代から清
朝まで（民国以前）の文学について概観す
る。

中国の主な時代の作家と文学作品に関して，基
本的知識を得，個々の作品の読解を通じて，中
国文化に対する理解を深めること。

○

中国文学特殊講義 包拯伝説の歴史的展開について講じる。包
拯は北宋時代の官吏で、毅然とした態度で
奸臣に立ち向かいその野望を挫いたため、
民衆に慕われてその業績が文学に取材され
て伝説的な人物となり、現代中国でも「包公」
と言えば知らない人はいないし、崇拝の対象
ともなっている。本講義ではこうした文学を媒
体とした包拯の伝説を具体的に紹介してい
く。

1.中国の政治と文学の関係について理解を深
める。
2.伝説が文学を媒体として拡散することを理解
する。
3.伝説が事実として認識される事象について理
解する。
4.中国の物語のジャンルについて知る。
5.伝説と信仰との関係について考える。

○

中国文学特殊講義 明清時代の主情文学ー明清の文化を特徴
づける「女性」と「情」の文学について、以下
のようなテーマで講義を行う。（１）情と明清
文化ー「情文化についての概説」「情死につ
いて」「花案・花榜考」「袁枚好色論」　（２）節
婦烈女論ー「節婦烈女論ー明清時代の女性
の生き方」「節婦烈女の異相ー貞節と淫蕩と
のせめぎ合い」「節婦烈女の死生観ー『＆
#25847;芳録』の女子絶命詩を中心にして」
（３）薄命の佳人論ー「明清の文人とオカルト
趣味」「『西青散記』の世界」「『紅楼夢』に見
る女性崇拝思想とその源流」「仙女崇拝小説
としての『紅楼夢』」　（４）巾幗鬚眉論ー「明
清時代における巾幗鬚眉ー女丈夫、女豪傑
論」「女詩人の芸術に対する評価をめぐって」
（５）女弟子論ー「清代詩人と女弟子」「袁枚と
女弟子」「陳文述の文学と逸事と女弟子」
（６）戯曲小説における女性ー「『選宮女』と明
清の戯曲小説」「明清の戯曲小説における
男装と女装」「美人画と戯曲小説」　（７）小品
文学論ー「明清時代のアフォリズム文学」「明
清時代の滑稽文学」　（８）花の文学ー「明清
時代における花の文化と習俗」「明清時代に
おける花の文学の諸相」「『紅楼夢』と花」な
ど。

明清時代の社会文化について十分な理解が得
られるように、上記のテーマについて精一杯講
義を行うつもりである。

○



中国文学講読 明代屈指の劇作家である湯顕祖の『牡丹亭
還魂記』を，兪為民校注本によって読む。

古代漢語で書かれた原文を読解し，分析する能
力を養うことを目標とする。 ○

中国文学講読 前期に引き続き，湯顕祖の『牡丹亭還魂記』
を，兪為民校注本によって読む。

古代漢語で書かれた原文を読解し，分析する能
力を養うことを目標とする。 ○

中国文学演習（２．３年
生）

中国の物語文学を読解する。中国の物語は
語り物や演劇で上演された。本演習では、古
代から現代にいたる間の代表的な物語文学
を取り上げて、その研究方法を学習する。

1.物語の媒体となる文学の形式を理解する。
2.物語の主題を考察する。
3.物語の現代的意義を考察する。 ○ ○

中国文学演習（２．３年
生）

中国の物語文学を読解する。中国の物語は
語り物や演劇で上演された。本演習では、古
代から現代にいたる間の代表的な物語文学
を取り上げて、その研究方法を学習する。

1.物語の媒体となる文学の形式を理解する。
2.物語の主題を考察する。
3.物語の現代的意義を考察する。 ○ ○

中国文学演習（４年生） 卒論作成の指導を行う。卒論作成に必要な
基本的な知識や研究方法を教授し、作成し
た文章に対する手直しを行う。

1.適正な論文課題を選択する。
2.研究資料の検索方法を身につける。
3.論理的な文章が書けるようになる。

○

中国文学演習（４年生） 卒論作成の指導を行う。卒論作成に必要な
基本的な知識や研究方法を教授し、作成し
た文章に対する手直しを行う。

1.適正な論文課題を選択する。
2.研究資料の検索方法を身につける。
3.論理的な文章が書けるようになる。

○

中国文学演習（４年生） 本授業は卒業論文指導。 一年間を通じて着実に研究を進め，「論文」の名
に値するレベルに到達することを目標とする。 ○

中国文学演習（４年生） 本授業は卒業論文指導。 一年間を通じて着実に研究を進め，「論文」の名
に値するレベルに到達することを目標とする。 ○

中国語演習（会話） 基礎の中国語会話を反復して練習すること
は、会話能力を高めるこつである。この反復
練習を通じて、話し手に自信をつけさせ、中
国語を話す意欲を持たせる。内容的には、
学生が正確な発音をマスターすることから始
め、段階を追って、より複雑な会話の表現力
を身につけていくように指導して行きたい。
毎回講義の最初に前回講義の内容もしくは
簡潔な文章や物語についてヒヤリングの練
習を行う。

（１）基本的な会話が流暢にできる。
（２）日常会話、簡単な文章を聞き取れる。

○ ○

中国語演習（会話） 基礎の中国語会話を反復して練習すること
は、会話能力を高めるこつである。この反復
練習を通じて、話し手に自信をつけさせ、中
国語を話す意欲を持たせる。内容的には、
学生が正確な発音をマスターすることから始
め、段階を追って、より複雑な会話の表現力
を身につけていくように指導して行きたい。
毎回講義の最初に前回講義の内容もしくは
簡潔な文章や物語についてヒヤリングの練
習を行う。

（１）基本的な会話が流暢にできる。
（２）日常会話、簡単な文章を聞き取れる。

○ ○

中国語演習（作文） 本授業は基本的な文法を習得し、辞書の助
けで易しい文章の大体の内容が理解できる
レベルの学者を対象とする。中国のセンテン
スをどう組み立てるのか勉強して、和文中
訳、中文和訳・誤文訂正など数多くの練習を
して、短文、作文及び表現能力を高めること
を目指す。（毎回授業では学生諸君に練習
問題、作文を板書してもらい、それをチェック
する。問題点を分析し、不適切なところを直

１常用単文を組み立てる。
２常用複文を組み立てる。
３常用虚詞を組み立てる。

○ ○

中国語演習（作文） 前期に引き続き、自分の感情や考えを正しく
表現できるように一層の実力アップを目指
す。（毎回授業では学生諸君に練習問題、作
文を板書してもらい、それをチェックする。問
題点を分析し、不適切なところを直す。）

１常用単文を組み立てる。
２常用複文を組み立てる。
３常用虚詞を組み立てる。 ○ ○

中国語演習（時事中国
語）

中国の新聞・雑誌から政治、経済、文化、科
学、社会、スポーツの各分野の記事を集め
たテキストを使って、いわゆる新聞体の文
型、構文、前置詞の使い方や次々と出現す
る新語等について解説する。

中国語の新聞・雑誌・論文が正確に読解できる
ようになること。

○ ○

中国事情 １．漢民族の伝統的な風俗・習慣や物の考え
方について、日本のそれと比較しながら話し
ていく。
２．近年の改革・開放政策による人や社会の
変化についてビデオで紹介する。

授業計画（授業単位）欄の授業項目に挙げた事
項を日本のそれと比較して理解できる。

○ ○



検討中

    

検討中

卒業論文の達成度判定基準

内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き） 卒業論文の内容に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（到達度判定基準は別表）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


